
ペイオフ解禁に備えた佐世保市の対応策

（管理基準）

　　　１．債権債務の相殺手続きのフロー

　　　２．金融機関の経営状況把握のための指標



1.債権債務の相殺手続きのフロー

資金援助方式

救済金融機関に引き継ぐ

ペイオフ方式

歳入 基金繰入金等

歳出 公債費（繰上償還）

　借入金の充当順
位（弁済期日の早
いものから、同日の
場合は利率の低い
ものから）

予算の執行
　預金証書に届出
印を押印、送付 支出（公債費）は預

金に支払う

「佐世保市経
営戦略会議」
を開催し、他
会計の預金
により、借入
金を相殺した
場合の、調整
（返済期間、
利率の決定）歳入調定（基金

繰入金）

該当金融機関へ内
容証明付文書によ
り相殺の通知

破綻金融機関
による預金と
借入金の相殺

予算措置
（補正予算）

当該金融機関の借入金の確
認（各会計ごと弁済期日及び
利率の低いもの順に）

金融機関破綻
金融機関から連絡
又は報道等で知る

当該金融機関の預金額の確
認（各会計ごと及び総額）

「佐世保市経営戦略
会議」を開催し相殺の
意思決定、決裁、今後
の対応を協議

相殺が行われる
日までに予算措
置（専決処分）



２．金融機関の経営状況把握のための指標

Ⅰ． 基本的経営指標について

1 収益力 ①ＲＯＡ （Return on Asset)

　総資産利益率

・銀行の場合、最近では分子となる利益には業務純益(ま
たはコア業務純益)が使われる場合が多い。

○業務純益ROA : 業務純益÷総資産平残

○当期利益ROA : 当期利益÷総資産平残

②ＲＯＥ （Return on Equity)

　株主資本当期利益率

・株主あるいは投資家にとっては、極めて重要な指標。

○ 当期利益ROE : 当期利益÷株主資本平残

2 効率性 ③OHR （Over Head Ratio) ・業務粗利益に対する経費の比率。

　業務粗利益経費率 ・銀行の収益力の面でその効率性を測る代表的指標。

・債券損益を除いたコアの業務粗利益で算出することが
多い。

3 健全性 ④自己資本比率 ・リスクアセットに対する自己資本の比率。

・国際統一基準（８％～）と国内基準（４％～）がある。

⑤Ｔｉｅｒ１比率
・自己資本比率規制上の自己資本のうち、資本金や資本
準備金などの基本的項目をＴｉｅｒ１という。

・Ｔｉｅｒ１比率とは、このＴｉｅｒ１のみをリスクアセットで除した
比率で、最近重視されるようになってきている。

⑥不良債権比率
・不良債権には、金融再生法に基づく開示債権と銀行法
に基づくリスク管理債権の２種類がある。

・単純な不良債権比率（不良債権の残高／貸出金）だけ
ではなく、将来に備えての貸倒引当金等の引当や担保等
による保全がどの程度なされているかがポイント。

4 流動性 ⑧預金量の推移

5 市場ﾃﾞｰﾀ ⑨株価の推移

⑩格付の状況

・総資産に対する利益率で、どれだけ資産が効率的に運
用されたかを評価するための指標。

・株主資本に対する利益率で、株主が投下した資本に対
し、企業がどれだけの利潤を上げられたかを評価する。

＊不良債権の比率および不良債権に対する引当率は、法定の開示項目ではないため、銀行
によっては開示していない場合もあります。また、現状では引当率の計上基準が銀行によっ
て異なる場合もあるので、比較をする場合には注意が必要である。

⑦不良債権に対する引当率・
保全率
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